Eine Betrachtung über die deduktive Rechts-und Tugendlehre von Kant（3） by 坂本 武憲
序論─カントの演繹的行為規範学（)

















































































(84) Kant, reine Vernunft, S. 823-824.

















































































































(89) Kant, reine Vernunft, S. 828.






































































































































































(97) Kant, reine Vernunft, S. 834.
(98) カントがこのような確認に最も心血を注ぐのは，後掲「道徳形而上学の基礎
論」においてである，



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(126) Kant, reine Vernunft, S. 850.




























同を受けるに値しない性質のものとなる（Kant, reine Vernunft, S. 851.）。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(155) Kant, reine Vernunft, S. 877-879.
に同時に目的とみなされていなければならない』）から，行為規範学（道
徳学・法学）はかかる理念に基づいてどのような体系とならなければなら
ないか（個別的な道徳的法則がすべてそこに位置付けられなければならな
いところの）を，理性のア・プリオリな自己認識に従って確定してゆく学
ということになる。
この透徹した見通しの下で，カントはいよいよ我々がもつべき最高目的
の体系を提示するために，我々の内面に関する自己認識へと向う新たな究
明の道に立つのであるが，その説示しようとする道徳形而上学がどうして
も壮大でかつ精緻な内容とならざるを得ないがゆえに，それの予備学と意
義付けられる「道徳形而上学の基礎論」からまず論じ始める。
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